



























































































べてが初めからそろっていたわけではなく、20 世紀後半、とくに 1960 年
から 80 年にかけて拡大したことがわかる。資料には、1950 ～ 2000 年の『毎
日新聞縮刷版』から 10 年おきに各年２か月分（１月と７月）をとったそ
の（東京版・大阪版を除く）全紙面の記事（1990 年・2000 年については『Ｃ
Ｄ ―毎日新聞 ’91 データ集』『同　2000 データ集』で代用した）を用いた。
［表１］「トラブル」の意味・用法別の使用量
60 年 70 年 80 年 91 年 00 年
ヒトとヒト
との
デキゴトの 17 43 46 1 50 6 41 	5
関係の 	1 13 	5 18 	2
モノの
機械の 	2 10 3 	4 3 102 18
身体の 	4 	5 	3
モノゴトの
運営・運用の 	1 	3 	8 11
事故・事件の 	2 12 15 2 23 	2





































警官隊のトラブルは必至と見られる。（60 年 1 月 11 日、朝）
（1	b）	政府勧告の中労委あっせん乗出しで、仮処分執行期限の二十一日
までたとえピケを解かなくても警官隊との衝突は起こらないと思うが、








話しているという。（00 年 7 月 30 日、朝）
（2	b）	……船内食堂で、酒を飲んでいたＹ船長と機関長のＭ容疑者が、
仕事の話をするうちにけんかとなり、Ｍ容疑者が船内階段上部から約
一・七メートル下の床にＹ船長を突き落とした。（91 年 1 月 26 日、夕）
（2	c）	調べによるとＭ容疑者は七日午後七時ごろから自室でＳさんと酒
を飲み始めたが、口論となり、八日午前二時ごろ、果物ナイフでＳさ
























































類義語 50 年 60 年 70 年 80 年 91 年 00 年
あつれき 1




いさかい 1 2 2 2







けんか（する） 1 29 27 8 16 16
口論（する） 2 8 9 12 20 20
こぜりあい 1 8 5 2
ごたごた 1 3 1 1 4 2
衝突（する） 13 3
つかみあい 1
内紛 8 9 5 1
殴り合い 3 1 3
ひともめ 1 1 1
ひと悶着 1
不和 1 2 1
紛争 6 2
摩擦 1 1
もつれ／もつれる 3 1 8 4 4 2
もみ合い／もみ合う 5 1 5
もめごと 1
もめる 3 2 1 6 5
乱闘 4 6 8 1
28








年 1 月 25 日、朝）
いがみあい
（7	）スト支援の沖縄県労協幹部に集団暴行を加えるという県民どうしの
















せている。（70 年 7 月 2 日、朝）
内輪もめ
（1	2）陣営幹部は「保守系にも無党派層が多い。自民の内輪もめに嫌気




の葛藤は次のようである。（50 年 1 月 16 日）
口ゲバ
（1	4）また家永反対派の学生たちは裁判が終わっても支援派と口ゲバ。（70
年 7 月 17 日、夕）
激突（する）
（1	5）	これで明二十一日を期限とするホッパー周辺の仮処分決行をめぐ




年 7 月 1 日、朝）
口論（する）
（1	7）	同署の調べでは、Ｈは同駅に遊びに来て、Ｎさんに「仕事せんか」






















なものはないといわれている（50 年 1 月 14 日）
殴り合い
（2	3）	三十歳ぐらいの男が割り込んできたため注意したところ口論とな
り、殴り合いになった。（80 年 1 月 16 日、朝）
ひともめ
（2	4）バスでピケを突破しようとしたが、これを阻止したピケ隊との間
にひともめ。（70 年 1 月 8 日、夕）
ひと悶着












られるとしている。（70 年 7 月 4 日、夕）
もつれ／もつれる
（2	9）九日朝、東京と大阪で親子心中が相次いだ。……どちらも夫婦仲




乗員ら二人ともみ合いになった。（91 年 1 月 22 日、朝）　　　
もめごと
（3	1）校長というあだ名は震災後、避難した鷹取中でつけられた。よく






































































































































The Loanword Shifting to a Basic Word and its Synonyms: In case of 
“toraburu” in Japanese Newspaper Vocabulary
Eran	KIM
The	 loanword	 “toraburu”	 originating	 from	 the	English	 “trouble”	
began	to	be	used	in	newspapers	from	around	1960,	and	by	around	1980	its	
meaning	and	usage	expanded	to	three	major	types	and	six	subtypes.	As	a	
result , 	 i t 	 developed	 into	 a	 word	 which	 can	 express	 “widely” ,	
“approximately”	an	≪abnormal	situation	brought	to	prominence,	possibly	
resulting	 in	a	serious	and	decisive	critical	 situation≫	of	 the	 type	often	
reported	 in	newspapers.	 	A	 change	 to	 a	more	 “generalized”	 style	 in	











b)	Many	 synonyms	 expressing	 the	 content	 of	 <trouble	with	
someone>	more	“concretely”	have	obviously	decreased.
c)	The	synonyms	expressing	the	content	of	<trouble	with	someone>	
more	“generally”	like	“toraburu”	show	obvious	decrease	or	continue	to	be	
used	less	often	than	“toraburu”.
These	results	 indicate	that	Japanese	newspaper	texts	are	changing	
to	a	more	“generalized”	style	and	need	a	basic	word	to	express	a	wider	
meaning.
キーワード：外来語，「トラブル」，基本語彙，類義語，新聞の文体
